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デジタルTVチューナー付PC用携帯アンテナの小型化
を実現するためのプラスチック成形加工技術開発の概要

実績額：１２０,８６４千円（18、19、20年度）

（事業管理者）

　財団法人室蘭テクノセンター

地上波ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送の開始に伴い、携帯が可能な小型・軽量・薄型ｱﾝ
ﾃﾅの開発が急務となっている。これに対応するためには、ｱﾝﾃﾅ部品
全てをﾌﾟﾗｽﾁｯｸとともに一体成形し、さらにｱﾝﾃﾅ機能及び外観性を
ｷｰﾌﾟした製品開発が必要とされている。本研究開発は、小型・薄肉化
を実現する「ｶﾞｽｱｼｽﾄ成形」と「特殊ｲﾝｻｰﾄ成形技術」の複合成形技
術を確立することで、携帯用小型ｱﾝﾃﾅの実用化を目指すものであ
る。

（再委託先・実施機関）

　㈱三好製作所、㈱サカイ技研、北
海道立工業試験場、国立大学法人
山形大学
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従来技術

①プラスチック部品の射出成形
射出成形機械、金型により成形し、肉
厚は後工程を考慮し、現行製品厚さ
2.5㎜

②個別部品によるアンテナの組み立て
プラスチック成形品に電波受信用金属
部品・電子基板を入れ、ビスを使用し
組み立、現行製品厚さ7.0㎜

　

従来製品の課題

①製品の面積が大きい
②製品の肉厚が厚い
③後工程(基板組込)に工数がかかる

新技術

①ガスアシスト成形による空洞部の形成
プラスチック部品と電波受信用金属部品、ヒンジ機構部品な
どがインサートできる空洞部の形成技術開発

②炭酸ガス成形による部品のインサート成形
低温･低圧成形を利用したプラスチック部品と電子基板の中空
部封止のための技術開発

③一体成形（１工程での製品製作）
電波受信金属部品、ヒンジ機構部品、電子基板の3部品とプ
ラ
スチック部品の一体成形の技術開発

新技術開発

アンテナ製品面積：現行１／３以下
プラスチック部品：現行肉厚 2.5㎜→ 0.8㎜
アンテナ組立製品：現行厚さ 7.0㎜→ 4.5㎜

ＣＡＥ解析による金型
シミュレーション

アンテナ形状、ヒンジ
形状の技術開発

提案の目的・目標・方法内容

①       目的：地上波デジタル放送開始に伴い、これに対応した小型・軽量・薄型のPC用携帯アンテナの
開発
②       目標：従来のｱﾝﾃﾅ表面積の３０％以下、従来の厚さの６４％以下
③       製品：小型化に必要なアンテナ部品を全てプラスチックで一体成形し、機能、外観、デザイン性
を高めた
　　　　　   製品を製作する。
④       研究内容：特殊成型加工技術であるガスアシスト成型と炭酸ガス成型の複合化とそれに伴う特殊
インサー

課題解決


